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〜荒川氾濫から大切な人のいのちを守るために 〜



避難行動要支援者用
マイ・タイムラインの作成について

令和元年東日本台風（台風第１９号）等における風水害により多くの犠
牲者が出たことを受け、令和３年５月に災害対策基本法が改正された。

この改正により、避難行動要支援者（以下、要支援者とする）の避難支
援の実効性を高めるための「個別避難計画」の作成が自治体の努力義務
となった。

これを受け、北区は令和４年１２月に大規模水害（荒川氾濫）発生時に
備えた個別避難計画の作成に関する基本的な指針である「北区大規模水
害避難行動支援計画」を策定した。

北区大規模水害避難行動支援の中では、直ちに個別避難計画の作成に着
手できない優先度Ｃ・Ｄの要支援者について、「避難行動要支援者用マ
イ・タイムライン」を作成し、個別避難計画の代替とすることを定めて
いる。
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水害・土砂災害が発生する恐れがあるときに、あわてることがないように
命を守るための防災行動をあらかじめ決めておく計画のことです。
自力で避難することが難しい要支援者の状況などに合わせて、作成するこ
とが大切です。

マイ・タイムライン（事前防災行動計画）とは…

北区避難行動要支援者用マイ・タイムライン作成シート 3



マイ・タイムライン作成の考え方①

個別避難計画の作成対象者は、荒川の浸水想定区域に居住するすべての
避難行動要支援者名簿の登録者のうち、避難行動要支援者名簿の情報提
供、個別避難計画の作成、個別避難計画の情報提供の３点に同意した方
としています。

北区では、早期に個別避難計画の作成に着手することを目的として、要
支援者の状況や必要な支援の程度により、要支援者における計画作成の
優先度を整理しています。

※ 施設への入所や北区からの転居等により、名簿の登録要件に該当し
なくなった場合、避難行動要支援者用マイ・タイムラインの作成は
必要ありません。
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マイ・タイムライン作成の考え方②

個別避難計画の優先度のうち「優先度Ｃ・Ｄ」に該当する方については、
避難支援等関係者（以下、支援者とする）（※）によりマイ・タイムラ
インの作成を行います。

避難支援等関係者…避難支援等の実施に関わる関係者（特に、要支援者
のご家族） 個別避難計画作成の優先度の考え方

支援者がいる方・自力で
避難先に移動できる方は
優先度C・Dに振り分け
られます。
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マイ・タイムライン作成の考え方③

北区では、令和５年度より個別避難計画の作成に着手して
いますが、要支援者の状況や進捗状況によっては直ちに個
別避難計画の作成が難しい場合があります。

そのため、「マイ・タイムライン」の作成により当面の間、
個別避難計画を代替する役割を担います。

なお、マイ・タイムラインの内容については、個別避難計
画の内容を網羅しているものではありませんが、避難に必
要な項目を備えており、要支援者の避難の実効性を向上さ
せるものとして個別避難計画と変わりありません。

→「個別避難計画」がなくても避難のために必要な計画
の作成が可能！
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避難行動要支援者用
マイ・タイムライン作成における前提

 荒川の氾濫のおそれがある大型台風等の接近時を想定します。

 原則として、支援者の方が避難行動要支援者用マイ・タイムラ
インの作成を行います。

※ 避難行動要支援者の方が自分で作成できる場合はこの限りで
はありません。

 原則として、マイ・タイムラインを作成した方（支援者の方）
が要支援者の支援を行います。
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「自らの命は自らが守る」意識の醸成

近年発生する大規模水害から命を守るには、「自らの命は自らが守る」
という意識の醸成が必要です。内閣府により設置された「平成３０年７
月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」
においても、以下のような報告がされています。
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この報告のとおり、「まず自分や自分の家族等で何とかする」という意
識づけが重要であると述べています。これはマイ・タイムラインの作成
においても同じことが言えます。

〇「自分のための」計画を作る
→自分に本当に合った計画を作成できるのは誰か？

自分のことは自分や家族が一番よく知っている。

〇「自分で」避難先を考える
→自分にとって一番良い避難先はどこか？

区内の避難場所は混雑する可能性がある。他に良い場所はないか？

〇「自分で」避難手段を考える
→助けが来ないかもしれない。

自分たち家族だけでどうやって避難したらいい？

「自らの命は自らが守る」意識の醸成
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章タイトル 詳細

１．はじめに
北区大規模水害避難行動支援計画の目的、位置付け、適用範囲や支援者・
被支援者について記載しています。

２．大規模水害を想定した避難行動要支援
者名簿について

北区の避難行動要支援者の登録要件や運用について記載しています。

３．大規模水害を想定した個別避難計画に
ついて

支援計画の中心となる個別避難計画について、計画作成のフロー、要支援
者の優先度の決定方針、計画の活用方法等を記載しています。

４．要配慮者利用施設の避難確保計画につ
いて

避難行動要支援者名簿の対象からは除外されている要配慮者が入所する施
設について、避難誘導や避難訓練の実施方法について記載しています。

５．福祉避難所の確保と活用について
個別避難計画を作成した要支援者の避難先となり得る福祉避難所の種類や
定員について記載しています。

６．避難行動要支援者の避難における自
助・共助・公助

避難行動要支援者の避難における自助・共助・公助について記載していま
す。

７．さらなる避難支援の取組み
避難の実効性の向上のため、今後の課題となるものについて記載していま
す。

北区大規模水害避難行動支援計画

令和４年１２月に策定した「北区大規模水害避難行動支援計画」の概要
については以下のとおりです。
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【STEP１】書類の送付 ≪区≫
区よりマイ・タイムラインの対象者に書類一式を送付します。

【STEP２】事前の準備 ≪作成者≫
マイ・タイムラインの記載事項について事前の確認・検討を行います。

【STEP３】マイ・タイムラインの作成 ≪作成者≫
STEP２にて確認・検討した内容をマイ・タイムラインに記載します。

【STEP４】マイ・タイムラインの提出 ≪作成者≫
マイ・タイムラインの作成が終わったら、２部作成したうち１部を防
災・危機管理課へ提出します。防災・危機管理課による点検後、不備が
ある場合は要修正箇所を提示し、再提出を依頼することがあります

マイ・タイムライン作成の流れ①

11



【STEP５】点検・修正依頼 ≪区≫
防災・危機管理課にて提出されたマイ・タイムラインの点検を行います。
必要に応じて修正依頼を行います。

【STEP６】庁内調整会議 ≪区≫（必要な場合のみ実施）
マイ・タイムラインにおける避難支援等について個別の調整が必要な場
合は調整会議（※）にて調整を行います。

※ 調整会議…個別避難計画の作成過程における課題等を解決し、避難
方針を決定するために設けられる会議体

【STEP７】マイ・タイムラインの完成 ≪区≫
完成したマイ・タイムラインを防災・危機管理課にて保管し、内容を地
域福祉課に共有します。

マイ・タイムライン作成の流れ②
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区よりマイ・タイムライン作成に係る書類一式を送付します。

○送付書類

• 避難行動要支援者用マイ・タイムライン作成について（依頼）１部
• 避難行動要支援者用マイ・タイムライン作成シート ２部（提出用

及び保管用）
• 避難行動要支援者要マイ・タイムライン提出票 １部
• 避難行動要支援者用マイ・タイムライン作成マニュアル １部
• マイ・タイムライン作成講座申込書 １部
• 避難行動要支援者用マイ・タイムライン返送付用封筒 １部

STEP１：書類の送付
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ア マイ・タイムライン作成者
マイ・タイムラインの作成者を検討します。原則として支援者とします。

イ 避難支援者
支援者の検討をします。原則としてマイ・タイムラインの作成者としま
すが、作成者が支援を行えない場合は別の支援者を検討します。

ウ 要支援者本人に関する基本情報を、事前に確認し把握する。
・氏名 ・性別 ・年齢 ・住所 ・生年月日
・電話番号（自宅・携帯電話）・ＦＡＸ
・世帯人数
・特記事項 等

STEP２：事前の準備①
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エ 要支援者本人に関する障害や要介護の度合い等を確認する。
・要介護認定（要介護度）
・障害支援区分
・手帳の種類
（身体〔障害の種類〕愛の手帳 精神障害者保健福祉手帳）

オ 要支援者本人が利用しているサービス事業者名、電話番号を確認する。
・ケアマネジャー（介護支援専門員）
・相談支援専門員
・訪問看護ステーション
・生活介護施設

カ 要支援者本人に関する緊急連絡先を事前に確認し把握する。
氏名、住所、続柄、電話番号、FAX等

STEP２：事前の準備②
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キ 『東京都北区水害ハザードマップ』にて、浸水の深さ（浸水深）及び
浸水継続時間等を確認する。

・浸水深
・浸水継続時間
・家屋倒壊等危険区域該当の有無

STEP２：事前の準備③
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〇ハザードマップの入手方法・閲覧方法
・窓口にて入手

土木部道路公園課河川係（北区役所第一庁舎 ３階１７番窓口）

・北区ホームページにて閲覧・ダウンロード
https://www.city.kita.tokyo.jp/d-douro/bosai-

bohan/bosai/suigai/map/hazardmap.html

STEP２：事前の準備④
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東京都北区
水害ハザードマップ

https://www.city.kita.tokyo.jp/d-douro/bosai-


ク 医療機器装着の有無
医療機器装着の有無を確認します。

ケ 非常持出品
避難時に必要な持ち物の確認をします。

コ 避難手段の検討
避難先までの移動手段の検討及び補助具等を確認します。

サ 避難先の検討（作成マニュアルP8〜を参照）
要支援者の状況等を考慮して、避難先を検討します。
検討した避難先に避難できない場合を考慮し、予備の避難先も検討します。
シ 避難のタイミング（作成マニュアルP29参照）
避難のタイミングを検討します。検討においては、荒川氾濫が想定される
ような台風等による大雨の際、北区において避難行動や避難情報の発令タ
イミングについて想定されるタイミングを示したものである「北区避難支
援タイムライン」を参考にします。

STEP２：事前の準備⑤
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STEP2にて確認・検討した内容をマイ・タイムライン様式に記入します。

≪作成部数≫
区提出用
本人保管用
上記を1部ずつ、計２部を同内容で作成します。
（本人保管用１部を作成し、その両面コピーの写しを区提出用とすること
も可）

STEP３：マイ・タイムラインの作成

19避難行動要支援者用マイ・タイムライン（タイムライン面）避難行動要支援者用マイ・タイムライン（裏面）



作成を終えたら、区提出用の１部、もしくは本人保管用の写しを防災・
危機管理課へ提出します。（返送用封筒にて郵送、または窓口持込）

※提出したマイ・タイムラインは返却されません。ご注意ください。

 提出の際は、「避難行動要支援者用マイ・タイムライン提出票」を記
入の上、同封します。（記入方法詳細は次スライド）

 提出のあったマイ・タイムラインは区で保管しますが、更新（最新版
の提出）があった場合には、前回提出分を破棄します。

 本人保管用の１部はすぐに確認できる場所に保管しておいてください。
（区から内容について問い合わせる場合があります）

STEP４：マイ・タイムラインの提出①
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①送付物チェックリストに☑
②作成者対象の避難行動要支援者
【氏名（フリガナ・漢字）、住所】を記入する。

〜住所変更〜
区から送付のあった住所から変更がある場合には「有」に〇をつけ、
新住所を記入する。変更が無ければ「無」に〇をつける。

③修正について連絡可能な連絡先
【作成者氏名（フリガナ・漢字）、電話番号、要支援者との続柄】を
記入する。

STEP４：マイ・タイムラインの提出②
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提出票の記入方法



STEP４：マイ・タイムラインの提出③
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①

②

③

提出票の記入方法



防災・危機管理課にて、提出されたマイ・タイムラインの
点検を行います。

避難の計画上の大きな問題が見られた場合等、不備や確認
が必要な点がある場合には、点検票にて修正内容を連絡し、
再提出を依頼することがあります。

不備が修正されるまで、この手続きを繰り返します。

STEP５：点検・修正依頼①
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STEP５：点検・修正依頼②
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修正ありの場合は「有」、
修正なしの場合は「無」
に〇がつきます。

修正がある場合、こちらに修正
内容等を記載します。

避難行動要支援者用マイ・タイムライン点検票



マイ・タイムラインにおける避難支援等について個別の調整
が必要な場合は、庁内の調整会議にて調整を行います。

必要な場合にのみ実施します。計画上、特段の調整を要さな
い場合には実施しません。

STEP６：庁内調整会議
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※必要な場合のみ実施



 マイ・タイムラインが完成した際には、区から「完成通
知」が記載された点検票を送付します。

 完成したマイ・タイムラインは防災・危機管理課にて保
管し、内容を地域福祉課に共有します。

 完成後に大幅な計画変更をされる場合には、お手数です
が、防災・危機管理課までコピーのご提出等でお知らせ
ください。

STEP７：マイ・タイムライン完成①
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STEP７：マイ・タイムライン完成②
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完成の場合、点検
票に「完成通知」
が印字されます。

避難行動要支援者用マイ・タイムライン点検票

要修正の有無の
「無」に〇が付いて
いれば完成です。



マイ・タイムラインの作成に向けて
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適切な避難行動でいのちを守る

地震とは違い、突然「洪水」は起こりません！

洪水の発生はある程度予見できます。防災気象情報や避難情報を
収集して適切な避難行動を取れば「命を守る」ことができます。
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大雨が降ると、がけは突然崩れ落ちます

大雨により土砂災害の危険性が高まったとき（大雨警報・土砂災
害警戒情報の発表など）、適切な避難行動を取れば「命を守る」
ことができます。

適切な避難行動でいのちを守る

30



 河川氾濫
 荒川
 石神井川
 新河岸川
 隅田川

 内水氾濫
 がけ崩れ（土砂災害）

 高潮
 暴風

台風接近！北区で起きる水害・土砂災害

令和元年東日本台風
岩淵水門（上）水位観測所で戦後３番目に高い水位に

平成22年7月 堀船地区で石神井川が氾濫

台風接近時は、複数の災害が時間差または同時に発生する恐れがあります 31



低地から高台地域に避難すれば荒川氾濫からいのちを守ることができます。
しかし、高台地域には「土砂災害」の危険がある地域があり、

避難する時は土砂災害にも注意が必要です。

北区の地勢（土地の概況）
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想定最大規模降雨：荒川流域の72時間総雨量632mm

家屋倒壊等氾濫
想定区域

５ｍ以上の浸水
が想定

３ｍ以上の浸水
が想定

洪水ハザードマップ〜荒川が氾濫した場合〜
（想定浸水深・家屋倒壊等氾濫想定区域）
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０.５ｍ以上の浸水が２週間以上継続する可能性があります

洪水ハザードマップ〜荒川が氾濫した場合〜
（浸水継続時間）
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洪水ハザードマップ〜荒川が氾濫した場合〜
（土砂災害ハザードマップ）

区内に土砂災害警戒区域９7カ所、土砂災害特別警戒区域７1カ所があります

土砂災害
警戒区域

土砂災害
特別警戒区域

拡大図

（令和７年１月現在） 35
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10

17:30 18:30 19:30 20:30 21:30 22:30 23:30
水位観測所：板橋区仲宿

20:25頃越水

（ｍ）

明治通りが冠水（北区堀船）
１０分間に 約３.５ｍ も水位が急上昇しました

平成２２年７月５日（月）、板橋区で１時間に114ミリの大雨が降り、石神井川が
越水して北区堀船で浸水被害が発生しました。

中小河川の氾濫

短時間の激しい雨で水位が急激に上昇します

荒川の水位が上昇すると岩淵水門を閉鎖して、隅田川の氾濫を防ぎます

■石神井川

■隅田川・新河岸川
36



大規模水害時の避難行動の基本方針

原則、この基本方針に沿ってマイ・タイムラインを作成します
37



大規模水害時の避難行動の基本方針
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大規模水害時の避難行動の基本方針
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大規模水害時の避難行動の基本方針

基本方針第４条

本当に必要な人のために、車避難は避けましょう。

① 水害による避難者の中には、徒歩で移動が困難で、自動車がないと
避難できない人がいます。自動車が本当に必要な人のために、健康
な方は、できる限り徒歩での避難をお願いします。

② 多くの区民が一斉に自動車で避難すると、狭い道路や橋で交通渋滞
が起こり、逃げ切れない人が出てくる可能性があります。

③ 高台まで避難できたとしても、駐車できるスペースに限りがありま
す。自動車を使用して避難する場合は、警戒レベル３「高齢者等避
難」が発令される前に移動を開始し、できるだけ区外に避難してく
ださい。

※ 原則、高台水害対応避難場所には駐車スペースはありません。避難場所周辺
の駐車場に駐車をお願いします。
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水害時の避難方法と避難先

災害リスクの少ない（荒川氾濫による浸水
のおそれがない）地域に避難する

■水平避難（立退き避難）

災害が切迫し、高台まで移動する時間的余裕がない場合の最後の手段

■垂直避難（屋内安全確保）

水平（高台）避難を選択しましょう！
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垂直避難（屋内安全確保）は最後の手段
水害からいのちを守ることができても、生活環境の悪化でいのちを落とす恐れも

42



水平（高台）避難した場合の避難先

避難とは「身の安全を確保する」こと。
区が開設する避難場所に行くことだけが避難ではありません。
身の安全を確保できるところであれば、どこに避難してもいいのです。

普段利用している福祉サービスの事業所が運営する福祉施設や医療機関への避難
やショートステイの活用なども検討しましょう。
荒川氾濫の恐れがあるときの避難について、ケアマネージャーなど普段利用して
いる福祉サービスの事業者に相談してみましょう。

北区外の高台（災害リスクが少ない場所）
避難先の例：知人や親族の家、民間宿泊施設など

最も推奨する避難先

次に推奨する避難先 北区が開設する高台水害対応避難場所
要支援者の方は、要配慮者用のスペースである
「福祉避難室」に避難することを想定しています。
※但し、スペースには限りがあります。 43



出典：東京都北区大規模水害を想定した避難行動の基本方針（令和2年3月）

多くの人が避難場所以外への避難が必要

※ 北区では現在、避難場所のさらなる確保に向けて取り組んでいます。

※ 区では、避難してきた人の受け入れを拒否するようなことはありませんが、
プライバシーや感染症対策等を踏まえると、決して過ごしやすい環境ではな
いため、分散避難を推奨しています。
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想定する水害によって開設する避難場所が異なります

▼ 荒川・中小河川の氾濫・土砂災害を想定

高台水害対応避難場所
大
型
台
風

集
中
豪
雨

▼ 石神井川の氾濫・土砂災害を想定

水害対応避難場所

区が開設する避難場所

※ 北区メールマガジンなどで、どこの避難場
所が開設されるかを確認して避難行動を取
りましょう。
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高台水害対応避難場所・福祉避難所
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高台水害対応避難場所・福祉避難所

※ 福祉避難所の受入可能人数に限りがあるため、避難行動要支援者
用マイ・タイムラインの作成対象者については避難先に設定する
ことはできません。
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避難に必要な避難情報と防災気象情報

防災行動を取るきっかけとなるトリガー情報

防災気象情報
気象庁や国土交通省、東京都が発表する気象
警報、洪水予報、土砂災害警戒情報などで、
段階的（例：注意→警戒→危険）に災害の危
険性を知らせてくれる情報です。

避難情報
防災気象情報などの様々な情報をもとに、北
区が総合的に災害の危険性を判断し、住民に
避難を促す情報です。

水害・土砂災害からいのちを守るために重要な “情報”
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５段階の警戒レベルと避難情報

高

災
害
切
迫
度

災害発生

警戒レベル５ （行動：命の危険 直ちに安全確保！）

緊急安全確保

警戒レベル４ （行動：危険な場所から全員避難！）

避難指示
警戒レベル３ （行動：危険な場所から高齢者等は避難！）

高齢者等避難

※警戒レベル５（緊急安全確保）は、
必ず発令されるものではありません。

警戒レベルと取るべき行動を理解しておきましょう︕

〜〜〜〜〜 警戒レベル４までに必ず避難！ 〜〜〜〜〜

避難行動要支援者を対象に「要支援者避難開始」のお知らせ 49



５段階の警戒レベルに相当する防災気象情報

避難情報

緊急安全確保

避難指示

高齢者等避難

出典：内閣府「避難情報等について（スライド形式）」

住民が自ら行動をとる際の判断に参考となる情報
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避難の判断に役立つ主な防災気象情報

出典：気象庁ホームページ

住民の避難行動の参考となるように、国土交通省と気象庁が共同して発表します。

出典：荒川下流河川事務所資料

荒川洪水予報
荒川洪水予報区間の基準観測所

（上流から 熊谷（熊谷市） → 治水橋（さいたま市） → 岩淵水門（上）（北区））

基準観測所での６時間先までの水位の予測情報も発表されます 51



 防災行政無線 放送確認ダイヤル：０１２０−０６１−７２４

 北区公式X（旧Twitter）

 北区防災アプリ、北区防災ポータル

 北区メールマガジン（防災・気象情報）
 北区 防災気象情報サイト（北区ホームページ）

 北区 水位・雨量情報システム（北区ホームページ）

 緊急速報「エリアメール」・緊急速報メール

 Yahoo!JAPAN 天気・災害

 Yahoo!防災速報アプリ

 東京都防災アプリ

 地上デジタルテレビデータ放送

避難情報と防災気象情報の収集方法

北区防災気象情報サイト 52



最新の北区の防災情報を簡単に確認できるアプリ
そしてポータルサイトが令和６年度から新たに登場・開設しました！

北区防災アプリ・北区防災ポータル

避難情報と防災気象情報の収集方法

53

北区防災アプリダウンロード方法



気象庁等が発表する各種気象情報や地震情報などを携帯電話
やパソコンに電子メール又はLINEで配信するサービスです。

北区メールマガジン（防災・気象情報）

北区独自の情報配信があります
登録はこちら

避難情報と防災気象情報の収集方法
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テレビのリモコンで「ｄ」ボタンを押して
「地域の防災・生活情報」を選択

※NHKの場合

気象警報や避難情報、開設避難所情
報、河川水位情報などを見ることが
できます。

図：NHKホームページ

地上デジタルテレビのデータ放送

避難情報と防災気象情報の収集方法
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避難のタイミングの考え方

北区避難支援タイムライン
荒川氾濫が想定されるような台風等による大雨の際の、避難行動や避難情報発令
のタイミングを想定したタイムライン
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避難タイミング 想定される状況及び注意点

避難指示
（警戒レベル４）

災害発生のおそれが高いことから、避難指示（警戒レベル４）が
発令された状況。雨風が強くなり公共交通機関も運休している可
能性が高いため、区内の高台水害対応避難場所へ避難することが
推奨されます。また、車での避難は渋滞が予想されるため困難に
なります。

高齢者等避難
（高台水害対応避難場所の開設）

（警戒レベル３）

災害発生のおそれがあることから、高齢者等避難開始（警戒レベ
ル３）が発令された状況。これに伴い、多くの区民が避難を始め
る可能性が高く、この時点で自家用車を使用した避難が困難にな
ると予想されます。

要支援者避難開始
（福祉避難所の開設）

災害発生のおそれがあることから、区からのお知らせである「要
支援者避難開始」が発表された状況。これに伴い福祉避難所の開
設が行われるため、福祉避難所を避難先として設定している要支
援者は避難を開始します。なお、高台水害対応避難場所は開設状
況を確認してから避難を開始します。

それ以前のタイミング

雨などが強くなる前であり、大多数の人はまだ避難行動に移らな
いため、スムーズな避難が可能です。区が開設する避難場所等は
開設していないため、縁故避難等自分で避難先を検討する必要が
あります。

避難のタイミングの考え方

「北区避難支援タイムライン」に基づく各タイミングで想定される状況
及び注意点は以下のとおりです。
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〜 避難する場所や避難するタイミングなどを考えます 〜
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避難行動要支援者用マイ・タイムライン（情報面）

（１）情報面の作成方法について

259



同意／作成（変更）開始年月日について

 マイ・タイムラインの作成にあたり、下記の同意事項（マニュアル
P20に掲載）について避難行動要支援者に確認の上、署名をもらいま
す。ご本人が署名できない場合は、代理の方が署名します。また、
同意した日の日付を記入します。

 次に、作成（修正）を開始した日付を「作成（修正）開始年月日」
に記入して、マイ・タイムラインの作成（修正）を開始します。

※万が一、同意されなかった場合には防災・危機管理課までご連絡ください。
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各項目の記載方法（①〜③）

①マイ・タイムライン作成者
計画作成者の氏名・住所・連絡先を記入し

ます。要支援者本人で作成できる場合を除き、
原則として支援者（家族等）がマイ・タイム
ラインの作成を行います。

②避難支援者（避難支援者が作成者以外
の場合）

避難支援者の情報を記入します。マイ・タ
イムラインの作成者と支援者が同じ場合は記
入不要です。

③作成対象者（要支援者）の基本情報
作成対象者（要支援者）の基本情報を記入

します。
福祉サービス利用状況は、普段利用してい

る通所施設がある場合は「✔」と施設名を記
入します。
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非常持ち出し品が書ききれない又はリスト外で必要
なものがある場合は、「非常持ち出し品リスト」を
作成してください。
※区への提出は必要ありません。

④緊急連絡先
支援者以外の緊急連絡先を記入します。

⑤居住・家族情報
お住まいの情報や同居家族の情報を記

入します。
⑥水害リスク情報

ハザードマップ等でお住まいの浸水リ
スクを確認し、記入します。
⑦医療機器装着の有無

非常用電源を必要とする人工呼吸器等
の医療機器の有無について記入します。
⑧非常時の持出品

非常時の持出品を記入します。
⑨特記事項・身体的留意事項

特記事項及び留意事項を記入します。

各項目の記載方法（④〜⑨）
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避難行動要支援者用マイ・タイムライン（タイムライン面）

（２）タイムラインの作成方法について
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①どこに避難する？（避難先）
最初に避難先を決めて記入します。必ずしも決めた避難先に避難できる
とは限らないので、できれば複数の避難先を決めておくといいでしょう。
②どうやって避難する？（避難時の移動手段）
避難先が決まったら、避難先までの移動手段を決めて「✓」します。
③いつ避難する？（避難開始のタイミング）
避難先と移動手段が決まったら、避難に要する時間を考えて、いつのタ
イミングで避難を開始するかを決めて「✓」します。

各項目の記載方法
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④台風接近なにをする？
「避難行動要支援者本人または家族等の避難行動」と「要支援者の方が
特に行う行動」と分けて、「避難の準備」「避難開始」「避難完了後」
の３つのフェーズで避難に向けた準備なども含めてどんな避難行動をと
るかを考えます。
すでに■塗りつぶされている行動は、ぜひ行って欲しい行動です。
そのほかの行動で、必要な行動には「✓」又は■塗りつぶします。
また、ここには書いてない行動で必要な行動があるときは、空欄のとこ
ろに防災行動を記入して「✓」又は■塗りつぶします。

各項目の記載方法
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 北区に台風の接近が予想されるときは、避難情報
や防災気象情報を収集し、マイ・タイムラインを
活用して、適切な避難行動をとりましょう。

マイ・タイムラインの活用
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 今回作成したマイ・タイムラインは基礎的なも
のです。例えば、深夜の避難は危険が伴うので
明るい時間に早めに避難するなど、その時々の
状況に応じて避難開始のタイミングを考えて行
動しましょう。

 台風が過ぎて雨や風がやんで
もすぐに災害の危険がなくな
るわけではありません。荒川
の水位は時間差で上昇します。
避難情報が解除されるまでは
避難を続けてください。 令和元年東日本台風

（荒川の水位ピーク時）

マイ・タイムラインの活用
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 マイ・タイムラインは一度作成したら終わりで
はありません。家族構成や住まいが変わったり、
支援者が変わったとき、ハザードマップが改定
されたときなどに見直し、必要な防災行動を整
理しましょう。

 ご家族が長期で入院するなど、状況が変化し、
身近な人による避難支援ができなくなった場合
は、区にご相談ください。

問い合わせ先
担当：北区役所防災・危機管理課
電話：０３−３９０８−８１８４

マイ・タイムラインの更新
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